
「グリーン成長戦略時代における新モビリティのビジネス展望とは？」

太陽光発電をワイヤレスで電動モビリティに充電！

『青空コンセント』の開発
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モノづくりからコトづくり 地方創生事業の紹介

伊美港

大分県国東半島の北、瀬戸内海の西側に位置する離島
・古事記の女島（ひめしま）
・日本書紀の比売語曽（ひめこそ）の神の島

住 所 ： 大分県東国東郡姫島村
面 積 ： 6.98平方キロメートル
人 口 ： 2,000人（897世帯）
観光客 ： 約35,000人（H27年度）

「姫島（ひめしま）」

姫島
大分空港
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姫島の特産品

７つの海底火山で形成された島、瀬戸内の海の幸に恵まれた美味しい車エビ

天然車エビの海鮮丼と味噌汁セット

姫島車エビしゃぶしゃぶコース
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姫島エコツーリズム推進協議会の取組み

■設立趣旨

姫島エコツーリズム推進協議会は、
美しい自然環境を守り、島民がいつ
までも元気で豊かな生活を送るため
地域コンセプトの『ひめしまモデル』
を確立し、世界各地に広めることで、
未来の子供たちに豊かな社会を繋いで
いく。

Himeshima・Model

Hidden：隠れた

Merit：価値を

Shining：輝かせる

Management：経営

地域コンセプト『ひめしまモデル』

■事業内容
①環境性
エネルギーの地産地消で地球温暖化を防止

②経済性
観光振興による産業の発展と雇用の創出

③社会性
高齢者のQuality of Life（QOL）向上

④持続性
ソーシャル・ビジネスで雇用の創出

レンタカー
T-PLAN㈱

旅館・飲食
女将の会

観光ガイド
島の風

特産品開発
かなんど工房

お土産販売
㈱おおいた姫島

介護施設
NPOひだまり

姫島エコツーリズム推進協議会

◼ 実施体制



姫島エコツーリズム推進協議会の沿革

◼ ２０１５年 ４月 １人乗り電気自動車（コムス：トヨタ製）３台、
２人乗り電気自動車（ＮＭＣ：日産製）７台を
導入し、観光周遊レンタカー事業を開始

◼ ２０１４年 ６月 姫島の環境保全と観光振興を目的に、
姫島エコツーリズム推進協議会を設立

◼ ２０１６年 7月 ４人乗り電気自動車（ランドカー：ヤマハ製）
を１台を借用し、グリーンスローモビリティの
実証実験を２年間開始する

◼ ２０１８年 7月 ４人乗り電気自動車（ランドカー：ヤマハ製）
を３台と７人乗り電気自動車を１台導入

7人乗りは全国初！
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■エネルギーの地産地消の実現

太陽光発電蓄電システム「青空コンセント」の導入

→太陽光発電による超小型ＥＶを充電
→温室効果ガス削減による脱炭素社会への構築
→非常時に有効な独立型電源

電気自動車の充電

取組み① 自然エネルギーの地産地消で脱炭素社会の構築

事務所の電気

「青空コンセント」姫島モデル

自然エネルギー発電 蓄電 電気自動車の充電→ →



取組み② 超小型ＥＶで二次交通の課題解決と地域活性化

■超小型EV活用を活用したエコツーリズム実施

観光客に超小型EVをレンタルしエコツーリズムを提供

→交通空白地域における課題解決
→エコツーリズムで観光客へ自然環境保全についての啓発
→エコツーリズム実施を通して、地域の観光産業発展

観光周遊ルート
（約17Km）



■電気自動車を活用した新たな地域の足へ

交通空白地域における高齢者の新たな移動手段として活用

→自宅までのラストワンマイル問題の解決
→自宅での介護者や施設に入居している高齢者の外出支援
→高齢者のQuality of Life（QOL）向上

地域の人とのふれあう機会が増える 友達とゲートボール場で久々の再会

取組み③ 地域の新たな移動の創出



■ 「Iターン就職」「女性活躍」に繋げる

取組み④ 雇用の創出で持続可能な地域モデルの構築



低炭素杯2019

■環境大臣賞グランプリ 受賞
※2019年2月8日
※応募総数 全国1,425団体


